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要
旨
義
太
夫
節
の
成
立
1
近
松
の
初
期
作
品
を
中
心
に
ー
博
士
前
期
課
程
一
年
森
谷
裕
美
子
　
義
太
夫
節
の
成
立
は
、
初
代
竹
本
義
太
夫
が
竹
本
座
を
創
始
し
た
貞
享
元
年
の
事
と
言
わ
れ
て
い
る
。
竹
本
義
太
夫
が
そ
の
時
に
語
っ
た
作
品
は
、
近
松
門
左
衛
門
作
の
「
世
継
曽
我
」
で
あ
っ
た
。
し
か
し
「
世
継
曽
我
」
は
、
も
と
も
と
近
松
が
宇
治
加
賀
橡
の
為
に
書
い
た
作
品
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
宇
治
、
竹
本
両
座
が
共
通
に
上
演
し
た
近
松
の
作
品
を
と
り
上
げ
、
そ
の
改
訂
の
事
情
を
検
討
す
る
事
に
よ
っ
て
、
義
太
夫
節
が
い
つ
頃
浄
瑠
璃
界
を
制
圧
し
て
、
成
立
し
た
か
を
考
え
て
み
た
い
。
　
祐
田
善
雄
氏
の
「
近
松
年
譜
」
（
『
浄
瑠
璃
史
論
考
』
所
収
）
を
参
考
に
し
て
、
宇
治
座
が
竹
本
座
に
先
駆
け
て
上
演
し
た
作
品
を
、
竹
本
座
側
が
ど
の
よ
う
に
改
訂
し
て
上
演
し
た
か
を
調
べ
て
み
る
。
そ
の
結
果
、
竹
本
座
は
宇
治
座
と
同
版
か
と
思
わ
れ
る
版
木
を
多
く
使
用
し
て
い
る
事
が
わ
か
っ
た
。
内
容
面
で
多
少
の
増
補
が
な
さ
れ
る
事
は
あ
っ
て
も
「
世
継
曽
我
」
か
ら
「
天
鼓
」
（
元
禄
十
四
年
）
ま
で
の
作
品
に
お
い
て
、
竹
本
座
は
未
だ
独
自
性
を
強
く
打
ち
出
し
て
は
い
な
い
。
義
太
夫
節
が
成
熟
し
確
立
し
た
時
期
は
、
正
本
の
改
訂
具
合
か
ら
見
て
、
義
太
夫
が
筑
後
橡
を
受
領
し
、
竹
本
座
が
宇
治
座
に
先
行
し
て
作
品
を
上
演
す
る
よ
う
に
な
る
元
禄
の
終
り
頃
と
推
定
さ
れ
る
。
　
次
に
、
従
来
加
賀
豫
の
正
本
と
考
え
ら
れ
て
き
た
「
堀
江
川
波
鼓
」
（
以
下
「
堀
江
川
」
と
略
称
す
る
）
が
果
し
て
加
賀
縁
本
か
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
述
べ
る
。
「
堀
江
川
」
は
『
近
松
全
集
』
（
大
阪
朝
日
新
聞
社
刊
）
の
解
説
で
藤
井
乙
男
氏
が
見
解
を
示
さ
れ
た
通
り
、
宝
永
四
年
頃
竹
本
座
で
上
演
さ
れ
た
「
堀
川
波
鼓
」
を
加
賀
豫
が
改
題
改
訂
し
て
上
演
し
た
本
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
宇
治
、
竹
本
座
間
の
改
訂
方
法
か
ら
見
る
と
、
そ
の
具
合
は
か
な
り
異
な
る
。
箇
条
書
き
に
す
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。
ω
「
堀
江
川
」
は
「
堀
川
波
鼓
」
と
同
版
。
　
「
堀
江
川
」
は
「
堀
川
波
鼓
」
（
八
行
三
十
丁
山
本
九
兵
衛
・
九
右
衛
門
版
）
と
同
版
で
あ
る
。
し
か
し
「
団
扇
曽
我
」
（
元
禄
十
三
年
頃
）
以
降
、
「
碁
盤
太
平
記
」
（
宝
永
七
年
）
ま
で
の
間
「
堀
江
川
」
の
よ
う
に
全
丁
に
渡
っ
て
竹
本
座
と
同
じ
版
木
を
共
用
し
て
い
る
作
品
は
他
に
例
を
見
な
い
。
　
以
下
の
②
と
㈹
は
ω
か
ら
派
生
し
た
事
柄
で
あ
る
。
②
文
章
の
改
訂
方
法
が
あ
ま
り
に
杜
撰
で
あ
る
。
　
文
中
二
箇
所
の
改
訂
は
、
省
略
と
、
同
じ
作
品
内
の
文
章
の
再
挿
入
で
あ
る
。
省
略
部
分
は
版
木
を
削
り
取
っ
た
形
で
、
そ
の
ま
ま
空
白
を
呈
し
て
い
る
。
文
章
の
再
挿
入
と
い
う
改
訂
も
他
作
品
で
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
樹
節
付
け
が
「
堀
川
波
鼓
」
と
殆
ん
ど
変
わ
ら
な
い
。
　
他
の
宇
治
座
上
演
作
品
で
は
筑
後
縁
に
比
べ
て
「
地
色
」
の
使
用
率
が
多
く
「
地
」
の
少
な
い
加
賀
縁
の
音
楽
的
特
色
が
「
堀
江
川
」
に
お
い
て
は
発
揮
さ
れ
て
い
な
い
。
㈲
「
堀
江
川
」
に
は
加
賀
橡
の
奥
書
を
持
つ
本
が
現
存
し
な
い
。
　
「
堀
江
川
」
に
つ
い
て
気
付
い
た
点
は
以
上
で
あ
る
が
、
「
堀
江
川
」
が
加
賀
橡
本
で
は
な
か
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
当
面
の
課
題
は
一
体
誰
が
「
堀
江
川
」
を
作
っ
た
の
か
を
つ
き
と
め
る
事
で
あ
る
。
又
翻
っ
て
「
堀
川
波
鼓
」
の
偽
物
が
作
ら
れ
る
と
い
う
事
は
、
近
松
と
筑
後
橡
が
そ
れ
だ
け
浄
瑠
璃
界
を
制
覇
し
、
君
臨
し
て
い
た
と
い
う
一
つ
の
証
し
に
も
な
る
の
で
あ
る
。
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